
薩摩焼

11月1日（日）～11月30日（月）

Satsuma Brand Shop　萨摩工艺品店　薩摩工藝品店　사츠마 브랜드 숍

■営業時間　8：00～12：00 / 15：00～21：00（12：00～15：00はCLOSE）
■場　　所　SATSUMAブランドショップSHIROYAMA（�階）

　山などの傾斜地に沿って階段状に築かれる複数の焼成室を連ねた「連房式」と呼ばれる構造を持つ窯です。
日本には豊臣秀吉の朝鮮出兵時に伝わり、江戸時代には全国に広まりました。
　下の部屋から薪を燃やし、その炎と熱、そして燃焼ガスが通焔口を通って次々と上の部屋へと上昇します。下
の部屋の余熱を上の部屋で利用できるため、熱効率が大幅に向上し、効率的に高温を保つことができます。
　窯全体の温度管理や火加減の調整には、長年の経験と熟練した陶工の技が必要で、天候や湿度などの自然
条件も見極める必要があります。
　登り窯で焼成した焼物の特徴として、焼成中に薪の灰が窯の中で舞い、器の表面に降り積もり、この灰が高
温で溶けてガラス質となり、作品に独特の風合いを持つ「自然釉」を形成します。
　また、炎が直接当たる場所や薪の投入量、酸素の量などの条件によって、炎による色ムラや緋色（赤やオレン
ジ色）など、均一ではない多様な発色（「景色」と呼ばれる）が生まれます。この予測不能な変化が、登り窯で焼
かれた作品の大きな魅力となっています。

登り窯について

黒薩摩  小丸花瓶

十五代作  黒薩摩湯盌（限定品）

黒薩摩  深鉢 黒薩摩  下蕪花瓶

黒薩摩  瓢花瓶

掲載商品以外にも多数の商品を用意してご来店をお待ちしております。


